
管理コンソール初期設定
ガイドブック
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はじめに

4



はじめに

✓ 1つのアカウントで G Suite for Education を
ご利用いただくことをおすすめします。

G Suite for Education のご利用の際には、1つのドメインに全てのユー
ザーを作成し、学校、学年などは組織部門（後述）で分けて管理するこ
とを推奨します。こちらは、教育委員会所有のドメイン配下で組織や各
学校を管理する場合に適しています。

マルチドメインといわれる 1つのG Suite for Education で複数の
ドメインを利用する方法は、ドメインごとに組織や学校ごとのユーザー
を分けて管理します。各学校の所有ドメインを教育委員会管理の  G 
Suite for Education アカウントで利用する場合に適していますが、マル
チドメインには制限事項がありますのであらかじめ
ご確認ください。

なお、複数 G Suite for Education アカウント利用をすることは、
管理が煩雑になるため推奨しません。

✓ 設定の反映には最大24時間かかる場合があります。

管理コンソール内の設定は基本的には即時反映されますが、
なかには最大24時間を要する場合があります。
24時間経っても反映されない場合は、サポート窓口（後述）に
お問い合わせください。
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管理コンソールで
できること
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管理コンソールの概要

ユーザー・Chromebook にかかわるすべての設定がク
ラウド上から一括・一元で適用可能な管理画面

設定項目 内容

ユーザー ユーザーの追加、削除等

グループ メーリングリストの作成等

アプリ G Suite の各アプリの有効化  / 無効化、詳細設定等

デバイス ブラウザ、端末の詳細設定・管理等

管理者のロール 管理コンソール内の役割の権限の付与・作成等

ドメイン ドメインの追加、ドメインのホワイトリスト登録等

セキュリティ 2段階認証やパスワードポリシーの設定等

レポート G Suite の各アプリの利用状況の確認等

7



管理コンソール
へのアクセス
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1 Google 検索画面の右上の　　をクリックし、
管理コンソールのアプリを選択します。

2 セキュリティ上の観点から、管理コンソールへのアクセスは
一定時間ごとにログインが必要となります。
ログイン後、管理コンソールのダッシュボードへ遷移します。

※ URL（admin.google.com）を直接入力することでもアクセス可能です。
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組織部門の設定
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
※ Step2 , 3 は順不同です。
※ Step 6 〜 8 は任意の項目になります。
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定

※ Step 6 〜 8 は任意の項目になります。
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組織部門について
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組織部門作成の例①：役割ごと

組織部門作成の例②：学校ごと
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組織部門の継承の考え方

トップの組織部門で
反映した設定は配下の組
織部門すべてに継承され
ます

下位の組織部門で反映した設
定はその配下の組織部門にの
み継承されます

一番下位の組織部門の設定はその
組織部門のみに反映されます

並列の組織部門同士の
設定は反映されません

第1階層 第2階層 第3階層
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1 管理コンソールダッシュボードの「組織部門」を
クリックします。

2 画面左上の　　をクリックします。　　
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3 「組織部門の名称」に組織部門名を入力します。
「親の組織部門」は変更せず、「作成」をクリックします。

4 ドメイン名の下に組織部門が作成されていることを
確認します。　　
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5 トップ以下の各階層にカーソルを合わせ、「+」をクリックすると、該
当の階層の下に組織部門が作成できます。

18



7 移動させたい組織部門を選択し、「続行」をクリックすると選択した
組織部門の配下に移動します。

8 組織部門名を変更したいときは、移動させたい組織部門にカーソ
ルをあわせ、        をクリックします。　　
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Chromebook の登録
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初期設定の手順

※ Step 5 〜 7 は任意の項目になります。

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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Chromebook の登録は簡単
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Chromebook の登録は1台あたり5分ほどで終了。

マスター作成など面倒な設定は一切不要です。



ユーザー作成
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初期設定の手順

※ Step 5 〜 7 は任意の項目になります。

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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必要な情報は4つ

ユーザー作成方法は2つ

※ CSVによる一括登録では、最大150,000アカウントまで登録できます。
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命名規則について
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個別の作成
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1 管理コンソールダッシュボードの「ユーザー」を
クリックします。

2 個別に追加する場合は、「新しいユーザーの追加」を
クリックします。　　
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3 必須項目（姓・名、メールアドレス、組織部門）を
入力または選択し、必要に応じてパスワードの設定をします。

※1

※2

※1 「パスワードを自動的に生成をする」を有効にすると、ランダムな
　　パスワードが生成されます。パスワードはメールで通知または印刷
　　することができます。

※2「次回ログイン時にパスワードの変更を要求する」を有効にすると、
　　該当ユーザーの初回ログイン時にパスワードの変更が必須になります。
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一括作成
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1 管理コンソールダッシュボードの「ユーザー」を
クリックします。
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2 一括で作成する場合は、「ユーザーの一括アップロード」を
クリックします。

3 「CSVテンプレート」をクリックし、テンプレートを
ダウンロードします。　　
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4 CSVのA列（名）、B列（姓）、C列（メールアドレス）、
D列（パスワード）、F列（組織部門）が必須項目です。

※ 不要な列は削除しても問題ありません。
※ Z列のパスワードの変更は任意ですが、初回ログイン時に変更させる
　場合は「TRUE」、変更させない場合は「FALSE」とそれぞれ入力する
　ことをおすすめします。

・組織部門は、「/（半角スラッシュ）」を入力後、続けて組織部門名を
　入力します。トップの組織部門（ドメイン名）に追加する場合は、
  「/」のみを入力します。

・トップの組織から2階層以上下にユーザーを追加する場合には、
　以下のように入力します。

左の例の入力方法：

/D市教育委員会/D 市立あおい小学校
※スラッシュの前後にスペースは不要です。

（トップ）

組織部門（Org Unit Path）の入力について
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5 CSV データを更新後、CSVデータを添付してアップロード
してください。
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作成した
ユーザー情報の変更
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1 管理コンソールダッシュボードの「ユーザー」を
クリックします。

2 「フィルタを作成」をクリックし、フィルタの条件を
選択します。
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1 フィルタを適用させた状態で、「ユーザーをダウンロードします」をク
リックします。

3 「ダウンロード」をクリックします。
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4 画面右上のタスクにて処理が完了したら、
「Google スプレッドシートで開く」をクリックします。

5 変更箇所を編集後、「ファイル」から「ダウンロード」を
選択し、「カンマ区切りの値（.csv、現在のシート）」を
クリックします。

※ このとき、既存のユーザーのパスワードを変更しない場合は、
　 パスワード入力欄に「****」（アスタリスク 4 つ）を入力します。
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6 管理コンソールに戻り、「ユーザーの一括アップロード」を
クリックします。

7 「CSVを添付」をクリックし、5でダウンロードした
CSVファイルを添付し、アップロードします。　
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8 画面右上のタスクにて「ユーザー情報の一括アップロードが完了し
ました」と表示されたら更新完了です。

9 個別に情報を変更したいときは、各ユーザーにカーソルを
合わせることでユーザー名やパスワード、組織部門の変更が
可能です。
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ユーザーごとの設定
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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管理コンソール上で設定できること

1

2

Step 4：ユーザーの設定
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管理コンソール上で設定できること

3
Step 5：端末の設定
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G Suite for Education の
アプリの利用設定
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管理コンソール上で設定できること

1

2

Step 3：ユーザーの設定
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1 管理コンソールダッシュボードの「アプリ」を
クリックします。

2 画面左上の「G Suite」 をクリックします。
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3 G Suite のコアサービスの項目は全部で13 あり、初期設定はすべ
て有効化されています。

4 設定を変更したい組織部門を選択します。
ドメイン下のユーザーすべてに反映させたい場合は、
トップの組織部門を選択します。

※ 上位の組織部門で設定した内容は、下位の組織部門にも継承されます。

48



5 組織部門を選択後、設定を変更するアプリのチェックボックスに
チェックを入れ、右上の「オフ」をクリックします。
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6 各アプリ名をクリックすると、そのアプリの詳細設定を
行うことができます。

7 各アプリの詳細設定によっては、ユーザーごとや
グループ（※後述）ごとなど細かい単位で設定を反映させる
こともできます。
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各アプリの詳細設定について

Gmail で独自のテーマを
選べる

Gmail で独自のテーマを
選べない

アプリ全体の有効化  / 無効化を組織部門単位で設定した上で、
各アプリの詳細設定についてはユーザーごとやグループごとに
細かく制御することもできるため、組織部門を必要以上に作成する
必要がなくなります。※ 設定によってはできないものもあります。

組織部門としてGmail を有効化 Gmail の詳細設定をユーザーごとに変更
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よくあるアプリごとでできる詳細設定について

アプリ 設定項目名 設定内容

Gmail 配信を制限 ドメイン外のユーザーとのメールの
許可 / 禁止

Google 
Chat

外部とのチャット ドメイン外のユーザーとのチャットの許
可 / 禁止

Google 
ドライブ

外部との共有 ドメイン外のユーザーとの共有の
許可 / 禁止

Google 
サイト

外部との共有 ドメイン外のユーザーとの共有の
許可 / 禁止

Google
Classroom

教師の権限 教師の権限を承認制にする

保護者のアクセス 保護者にClassroom の情報への
アクセスの許可  / 禁止

クラスのメンバー
について

ドメイン外のユーザーへのクラスへの
アクセスの許可  / 禁止

その他のサービスについて

G Suite for Education コアサービス以外の
アプリの有効化  / 無効化の設定ができます。
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Chrome ブラウザ
利用時の設定
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管理コンソール上で設定できること

1

2

Step 4：ユーザーの設定
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1 管理コンソールダッシュボードの「デバイス」を
クリックします。

2 画面左上の「Chrome 管理」 をクリックします。
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3 「ユーザーとブラウザの設定」をクリックします。

4 組織部門を選択し、該当の設定を適用させます。
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5 設定適用後は、画面右上の「保存」をクリックします。

※ ユーザーとブラウザの設定の項目一覧は末項の Appendix に
　 記載しています。
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端末の設定
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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管理コンソール上で設定できること

3
Step 5：端末の設定
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1 管理コンソールダッシュボードの「デバイス」を
クリックします。

2 画面左上の「Chrome 管理」 をクリックします。
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3 「デバイスの設定」をクリックします。

4 組織部門を選択し、該当の設定を適用させます。
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5 設定適用後は、画面右上の「保存」をクリックします。

※ 端末の設定の項目一覧は末項の Appendix に記載しています。
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グループ作成
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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Google グループとは

Google グループでできること
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1 管理コンソールダッシュボードの「グループ」を
クリックします。

2 画面上部の「グループを作成」をクリックします。
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3 グループの詳細情報を入力し、「次へ」をクリックします。
（グループ名、グループアドレス、グループのオーナーは必須項目です）

4 アクセスタイプを公開、チーム、通知のみ、制限付き、
カスタムから選択し、画面右下の「グループを作成」を
クリックします。
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5 画面左上の　    にカーソルを合わせ「ユーザーを追加　   」
もしくは「ユーザーを一括でアップロード　   を選択します。

6 アクセスタイプを公開、チーム、通知のみ、制限付き、
カスタムから選択し、画面右下の「グループを作成」を
クリックします。
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個別の作成
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1 追加するメンバーのアドレスもしくは別のGoogleグループ
アドレスを入力し「グループに追加」をクリックします。

71



一括作成
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1 「CSVテンプレート」をクリックし、テンプレートを
ダウンロードします。

73

2 CSVのA列（Google グループアドレス）、
B列（メンバーのメールアドレス）が必須項目です。



・A列には2行目と同じグループメールをコピーしてください。
・B列にはグループメールに登録するメンバーのメールアドレスを
    各行に入力してください。
・C列・D列は空欄で問題ありません。

項目の入力について

74

3 CSV データを更新後、CSVデータを添付してアップロード
してください。



グループの役割について

役割 オーナー
マネー
ジャー

メンバー

グループメンバーの表示 ○ ○ ○

グループからの退会 ○ ○ ○

グループへのメッセージ送信 ○ ○ ○

グループへのメンバー追加 ○ ○

グループのメンバー削除 ○ ○

グループメンバーの役割変更 ○ ○

グループの設定変更 ○ ○

グループの削除 ○

グループのオーナー権限の譲渡 ○

各グループのアクセス設定の違い

用途 内容

公開 ドメイン内のすべてのユーザーに公開されます。

チーム
ドメイン内の特定のチームに公開されます。組織内の特定の部署また
はチームで利用するグループを作成する
場合は、この設定を選択します。

通知のみ
グループへの情報配信に使用します。たとえば、学校内・教育委員会
からの情報を受け取るグループにこの
設定を使用します。

制限付き
非公開情報や機密情報を共有する一部のメンバーの限定公開グルー
プに使用します。

カスタム カスタムで設定をする場合に選択します。
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組織部門とグループの考え方の違い

組織部門
Srep 4, 5のユーザー設定、端末設定など、
管理コンソール上の以下の設定の有効化 / 無効化を
反映させるために使用します。

● 「アプリ」内の各種アプリ
● 「デバイス」内の「ユーザーとブラウザの設定」
● 「デバイス」内の「端末の設定」

Google グループ
役割ごとの共有などに使用します（P63 参照）

● 特定のグループへのメールの一括送信
● 特定のグループへのファイルの一括共有
● Google Classroom 内のクラスへの生徒の一括招待
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管理者の役割の付与
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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管理者の役割とは

管理者の役割の付与

管理コンソールでは、ユーザーに管理コンソール上の
特定の役割を付与することができます。
役割は、Google があらかじめ用意をしている以下の
役割（システムロール）の他、自由に役割を
カスタマイズすることも可能です。
※ 契約時のアカウントに特権管理者の役割はあらかじめ付与され
     ています。

役割種別 内容

特権管理者

管理コンソール上のすべての設定・管理が可能 です。

特権管理者だけができる操作もあります。
・管理者の権限を割り当て
・組織部門（OU）を作成・削除
・削除したユーザーの復元やメールのログの確認

グループ管理者
Google グループを作成・削除したり、 グループ内のメ
ンバーを変更・削除したりすることができます。

ユーザー管理者
ユーザーアカウントに関するすべての管理（追加・削除・
変更）操作を行うことができます。

ヘルプデスク
管理者

管理者以外の全ユーザーのパスワードを再設定したり、
アカウントの各情報・状況を確認することができます。
（閲覧のみ）

サービス管理者
各アプリの設定変更や、有効化の範囲設定 などを行うこ
とができます。
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管理者の役割の付与のポイント

特権管理者は限られたメンバーのみのアクセスに

特権管理者は、管理コンソール上のすべての設定・管理
が可能です。組織内のすべての情報を閲覧・
編集することができてしまうため、特権管理者
アカウントにアクセスができるメンバーは限定することを
おすすめします。

ユーザーに紐付かないアカウントの検討

管理コンソール上で付与する管理者権限は、組織
部門ごとではなく、ユーザーごとに付与します。
特定のユーザーに付与することも可能ですが、
当該ユーザーの異動時には、その権限を別の方に
付与し直す作業が発生します。
そのため、ユーザーに紐付けないアカウントを用意する
ことで、ICT管理担当の方の異動などの際にも権限を再
付与する必要がなく、運用の手間を省く
ことができます。

異動時には別のユーザーに権限を
付与し直す必要がある

ユーザーAに
紐付いた管理者
権限アカウント

異動時

特定のユーザーに
紐付かない管理者
権限アカウント

ユーザーに紐付かないので
都度付与し直す必要がない
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システムロールから
役割を付与する
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1 管理コンソールダッシュボードの「管理者ロール」を
クリックします。

2 あらかじめ用意された役割（システムロール）から付与する場合
は、任意の役割名にカーソルを合わせ、「管理者を割り当て」をク
リックします。　　
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3 画面上部の「ロールの割り当て」をクリックします。

4 ユーザー名もしくはメールアドレスを入力し、
「ロールを割り当て」をクリックします。　　
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5 役割を解除する際には、ユーザー名にカーソルを合わせ、「ロール
の割り当て解除」をクリックします。

84



カスタムで
役割を作成する
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1 管理コンソールダッシュボードの「管理者ロール」を
クリックします。

2 新しくロール（役割）を作成する場合は、画面右上の
「新しいロールを作成」をクリックします。　　
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3 必須項目の役割名を入力し、「続行」をクリックします。

4 作成した役割に付与したい権限のチェックボックスに
チェックを入れ、右下の「続行」をクリックします。
※ 下図の例では、「監査権限」の役割を作成したため、監査のために必要な
 　権限を付与しています。
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5 権限の内容に問題がなければ、右下の「ロールを作成」を
クリックします。

6 続いて、「ロールの割り当て」をクリックします。
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7 ユーザー名もしくはメールアドレスを入力し、
「ロールを割り当て」をクリックします。
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その他の設定
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初期設定の手順

Step 1 組織部門作成

Step 2 Chromebook の登録

Step 3 ユーザー作成

Step 4 ユーザーごとの設定

Step 5 端末の設定

Step 6 グループ作成

Step 7 管理者の役割の付与

Step 8 その他の設定
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ドメインの
ホワイトリスト登録
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ホワイトリストに登録すると

外部共有設定をオフにしている場合でも、
ホワイトリストに登録したドメインとは
Google ドライブを使ってファイルを共有できる
ようになります。

ホワイトリストにドメインをGoogle Classroom 内のクラ
スへの参加を許可することができます。

要件

現在のところ、ドメインのホワイトリスト登録に対応して
いるのは Google ドライブと Google Classroom のみ
です。

新しい Google サイトの場合、ホワイトリストに
登録されたドメインのユーザーはサイトにアクセスできま
すが、サイト内検索は使用できません。

ホワイトリストに登録するドメインは、
G Suite を利用している必要があります。
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1 管理コンソールダッシュボードの「ドメイン」を
クリックします。

2 「ホワイトリスト登録済みドメイン」をクリックします。　
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3 「新しく追加」をクリックします。

2 ホワイトリストに登録するドメインを入力し、
「ホワイトリストにドメインを追加」をクリックします。　
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2段階認証設定
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1 管理コンソールダッシュボードの「セキュリティ」を
クリックします。

2 「基本設定」をクリックします。
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3 「2段階認証プロセスを適用するには、詳細設定にアクセスしてくだ
さい」をクリックします。

4
（省略可）
詳細設定画面で適用させる組織部門、実施する日付、
2段階認証プロセスの方式を指定することができます。
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5 （省略可）
設定が完了したら、画面右下の「保存」をクリックします。

99



パスワード強度の設定
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1 管理コンソールダッシュボードの「セキュリティ」を
クリックします。

2 「パスワードの管理」をクリックします。
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3 適用させる組織部門を選択し、パスワード強度を設定
します。ここでは、長さや有効期限の設定ができます。

4 設定が完了したら、画面右下の「保存」をクリックします。
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トラブルシュート
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✓ ユーザーが追加できません。

デフォルトでは、G Suite for Education アカウントは  10,000 個のユー
ザー ライセンスをご利用いただけます。 10,000 個を超えるユーザー  ア
カウントが必要な場合は、 Google Cloud サポート
チームまでお問い合わせください。

1. ダッシュボード画面の「サポート」をクリック
2. 右下の「サポートに問い合わせる」をクリック
3. ご希望の問い合わせ方法を選択

✓ CSVでの一括登録がうまくいきません。

よくあるエラー内容を確認し、再度アップロードを試すか、
サポート窓口へお問い合わせください。
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エラー項目 内容

ACTION FAILED:  
Validation サポートされていない文字が入力値に含まれています。

ACTION FAILED: 
UNKNOWN ERROR

一時的なエラーが発生している可能性があります。CSV ファイルをもう一度アップ
ロードしてみるか、ファイルを小さいサイズに分割してアップロードしてみてくださ
い。このエラーは、[Email Address] 列に入力したユーザーのメールアドレスのドメ
イン名（@ 記号の後）が誤っている場合にも発生します。

ACTION FAILED: OU 
INVALID

[Org Unit Path] 列の形式が正しくありません。Org Unit Path をご覧ください。入
力した組織部門が管理コンソールに存在しません。組織部門名が管理コンソール
の組織階層内のものと一致することを確認します。

ACTION FAILED: 
USER NAME 
INVALID

[Email Address] 列のメールアドレス（ユーザー名）の形式が正しくありません。
ユーザーの完全なメールアドレスを入力してください。



✓ アプリに不具合が生じているようです。

障害が発生している可能性があります。管理コンソールダッシュボード
画面右側の「G Suite ステータスダッシュボード」より、
状況をご確認ください。特に障害が発生していない場合は、
一度サポート窓口（後述）にお問い合わせください。

✓ パスワードを忘れた生徒がいます。

以下の手順でパスワードの再設定を実施してください。
パスワードの再設定が可能な管理者は学校ごとに任命することを
推奨します。

1. ダッシュボード画面の「ユーザー」をクリック
2. 再設定をしたいユーザーにカーソルを合わせ、

「パスワードを再設定」をクリック
3. パスワードを再設定し、「リセット」をクリック
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FAQ
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✓ サポート窓口はありますか。

管理コンソールのサポートからの問い合わせが可能です。
以下のいずれかの方法にてお問い合わせください。
（管理コンソール＞「サポート」からアクセス）

● 電話
24 時間、日本語対応です。管理コンソールから取得できる
電話サポート用の PIN 番号が必要です。

● チャット（推奨）
月 - 金の午前 9 時から午後 6 時まで日本語対応可能です。
（英語は 24 時間対応）

● メール

管理コンソールからフォームを入力すると、Google Cloud サポートセンター

にケースが登録されます。以降メールでサポートメンバーとやりとりいただき

ます。

✓ G Suite for Education 登録後にドメイン変更は
可能ですか。

G Suite for Education では登録後のドメイン変更はできません。
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Appendix
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ユーザーとブラウザの
設定項目一覧

参考
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ユーザーとブラウザの設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

全般 ユーザーセッションの
最大の長さ

指定した時間が経過すると自動的にログアウトされます。
1 分～1440 分（24 時間）までの値が入力できます。

カスタムアバター ログイン時のアイコンのアバターをカスタムのアバターに変更できま
す。JPG 形式で 512 KB 以下の画像である
必要があります。

カスタムの壁紙 デスクトップの壁紙をカスタムの壁紙に変更できます。JPG 形式で 
16 MB 以下の画像である必要があります。

Smart Lock for 
Chrome

Android 搭載のスマートフォンと連携して、Chromebook のロック
の解除ができます。利用には、Android 5.0 以上のデバイスと、
Chrome OS のバージョンが40以上である必要があります。

ログイン設定 ブラウザのログイン設
定

ユーザーが Chrome ブラウザにログインして、ブラウザ情報を 
Google アカウントに同期し、ブックマーク、履歴、
パスワード、その他の設定情報を連携できるかどうかを指定します。

ログインをパターンに
制限する

Active directoryを利用している場合、Windows OS上にグ
ループポリシーを適用し一括してログインできます。

モバイル Chrome Mobile
（ベータ版）

サポートされているユーザー設定を、ユーザーのデバイス全体でポ
リシーと設定が同期されます。いずれのデバイスでも、管理対象ア
カウントでユーザーが Chrome ブラウザにログインすると設定が適
用されます。

登録の管理 デバイスの登録 Chromebook を、最上位の組織部門もしくは端末を使用するユー
ザーの組織部門に配置させることができます。

登録時のアセットID 各端末のユーザー、シリアル番号、登録日などの情報をユーザーに
指定することを許可させるかを選択できます。

登録の権限 ユーザーに端末の登録やプロビジョニング解除後の再登録を許可
するかを指定します。

アプリの拡張
機能

アプリと拡張機能 以下を一元管理することができます。
 - アプリの許可、ブロック / アプリの自動インストール
 - タスクバーへのアプリの固定 /  おすすめアプリと拡張機能

アプリの設定 アプリと拡張機能のその他の設定を行うことができます。

タスクマネージャ Chrome タスク マネージャーでのプロセスの終了をユーザーに許
可させるかを指定します。
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ユーザーとブラウザの設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

サイト分離 サイト分離 Chromebook で管理対象の Chrome ブラウザを使用している
ユーザーに対してサイト分離を有効にすると、指定したウェブサイト
と発行元を分離され、各サイトが専用のレンダリング プロセスで実
行されます。これにより、データの盗用を
防ぐためのセキュリティ対策が悪意のあるサイトによって
バイパスされるのを一層強靭に防ぐことができます。

サイト分離
（Android の
Chrome）

Android デバイスで管理対象の Chrome ブラウザを使用している
ユーザーに対してサイト分離を有効にすると、指定したウェブサイト
と発行元を分離できます。

セキュリティ パスワード
マネージャー

パスワードを Chrome ブラウザに保存して、次回サイトにログイン
するときにそのパスワードを自動入力できるかを指定します。

ロック画面 ロック画面を無効にすると、通常であればロック画面が有効になる
状況でユーザーがログアウトされます。

ロックのクイック
解除

ユーザーが PIN や指紋などのロックのクイック解除モードを使用し
て端末のロック画面を解除できるかを指定します。

アイドル設定 ・アイドル時間：スリープもしくはログアウトまでの時間
・アイドル時の操作：スリープ / ロック画面 / ログアウト
・カバーを閉じた際の操作：スリープ / ログアウト
・スリープ時のロック画面：スリープ時のロックの許可

シークレットモード ユーザーがシークレット モードでブラウジングできるかどうかを指定
します。

ブラウザの履歴 ブラウザにユーザーの閲覧履歴を保存するかどうかを指定します。

ブラウザの履歴の削除 ユーザーが閲覧履歴やダウンロード履歴などの閲覧データを削除
できるかどうかを指定します。

一時的ログインモード
を適用

ユーザーが一時的ログインモードでブラウジングするかどうかを指
定します。これにより、同僚が個人のPCや信頼できる共有端末で作
業した場合に、使用した端末に閲覧情報が残る可能性を低減できま
す。

オンライン失効チェック Chromebook で HTTPS 証明書のオンライン失効チェックが実行さ
れます。
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ユーザーとブラウザの設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

セキュリティ 位置情報 ユーザーの物理的な現在地の追跡をウェブサイトに許可するかどう
かを設定します。Chrome ブラウザの場合、物理的な現在地の追
跡をデフォルトで許可または禁止するか、ウェブサイトから物理的な
現在地が要求されるたびにユーザーに毎回確認するように指定で
きます。

シングルサインオン
（SSO）による
オンラインログインの
頻度

SAML ベースの SSOアカウントに対してオンライン ログインフローを
適用する頻度を設定します。設定した期間が経過するとユーザーは
ログアウトされ、その都度 SAML ベースの SSO アカウントのオンラ
イン ログインフローに沿った操作を行う必要があります。

シングルサインオン
（SSO）

Chromebook に対して SAML ベースの SSO を有効または
無効にできます。

TLS の RC4 暗号ス
イート

従来のサーバーでの必要に応じて、TLS で RC4暗号スイートを一時
的に有効または無効にできます。
※ RC4 は安全ではないため、AES 暗号化をサポートするよう
   にサーバーを再設定することをおすすめ

ローカルトラスト
アンカーの証明書

・ローカル アンカー SHA-1 署名証明書の許可の指定
・ローカル アンカーの一般名を使用したフォールバック
・Symantec 社の Legacy PKI インフラストラクチャ

URL のホワイトリストに
対する証明書の透明
性の設定

証明書の透明性の要件が証明書に適用されない URL を指定しま
す。

CA のホワイトリストに
対する証明書の透明
性の設定

証明書チェーン内の証明書に、指定された subjectPublicKeyInfo 
ハッシュが使用されている場合、証明書の透明性の要件は証明書
に適用されません。

従来のCA のホワイト
リストに対する証明書
の透明性の設定

証明書チェーンに含まれる証明書が以前の認証局（CA）によって発
行されたもので、指定された subjectPublicKeyInfo ハッシュがこの
証明書に使用されている場合、証明書の透明性の要件は証明書に
適用されません。

CPU タスク 
スケジューラ

パフォーマンスを高めるために、Intel® Hyper-Threading 
Technology® を最適化するかどうかを指定します。

レンダラコードの整合
性チェックの有効

有効にすることで、Chrome ブラウザのレンダラ プロセス内に悪質
な疑いのある不明なコードの読み込みを防ぎます。

入力された認証情報に
対して漏洩の検出の有
効

有効にすることで、入力された認証情報に対して漏洩の検出をする
ことができます。

アンビエント認証 Chrome 80 以降でサポートされる機能
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ユーザーとブラウザの設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

リモート
アクセス

リモートアクセス
クライアント

リモート アクセス クライアントで必要なドメイン名を設定し、ユーザー
が設定を変更できないようにします。ホストデバイスに接続できるの
は、指定したドメインのクライアントのみになります。

リモートアクセス
ホストのカーテン

有効にすると、リモート アクセス中は物理入出力デバイスが無効に
なります。

リモートサポート向け
管理者UIアクセス

ローカルユーザーのパソコンで管理者ウィンドウを使った操作をリ
モートユーザーに許可するかを指定します。

セッションの
設定

トレイにログアウトボタ
ンを表示する

シェルフにログアウト ボタンを明示的に表示する場合に選択しま
す。

ネットワーク プロキシモード Chrome OS をインターネットに接続する方法を指定します。
・プロキシを使用しない 
・常にプロキシを自動検出する 
・常に下記に指定したプロキシを使用する 
・常に下記に指定したプロキシの自動設定を使用する 

サポートされる認証ス
キーム

サポートされている HTTP 認証スキームを指定します。
・ベーシック / ダイジェスト 
     NTLM / ネゴシエーション - 最も安全なオプション

SSLレコード分割
※ Chromebookのみ

有効にすると、Chrome で SSL レコード分割が可能になります。

データ圧縮プロキシ Google がホストするプロキシ サーバーを使ってウェブサイトのコン
テンツを最適化することで、モバイル デバイスでのデータ使用量を
減らし、モバイルウェブのブラウジング速度を上げることができま
す。

WebRTC UDP ポート ユーザーからの WebRTC 接続に使用する UDP ポートの範囲を指
定できます。ポートの範囲は 1024～65535 です。

QUIC プロトコル Chrome での QUIC（Quick UDP Internet Connections）プロトコ
ルの使用を許可できます。

DNS-over-HTTPS DNS-over-HTTPSを有効にするかを指定できます。

CORS の以前のモード 従来の CORS を実装するかを指定します。このオプションは 
Chrome バージョン 81 までに削除されます。

CORS の緩和 CORSを使用すると、異なる生成元からの予期しないネットワーク ア
クセスから組織を保護しながら、他のドメインのリソースにアクセス
できます。有効にすることでChrome 拡張機能に対して CORS の
緩和が可能になります。
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ユーザーとブラウザの設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

Android アプリ ・Chromebook上の Android アプリの設定
・ユーザーとデバイスに対する Android のレポート機能

Android のバックアッ
プと復元サービスを制
御する

ユーザーが Android アプリのコンテンツ、データ、設定を Google 
アカウントにバックアップできるようにします。ユーザーは別の 
Chromebook にログインして Android アプリのデータを復元できま
す。

Google 位置情報サー
ビス

ユーザーの物理的な現在地の追跡を Android アプリに許可するか
どうかを設定します。

アカウント管理 managed Google Play で明示的に許可されている Android
アプリ以外も利用できるよう、予備のアカウント（個人用の Gmail ア
カウントなど）を追加できます。※Chrome 75 以前

証明書の同期 Chrome OS の認証局（CA）証明書は Android アプリに対して同
期されるかを指定できます。

起動 ホームボタン ツールバーにホームボタンを表示するかどうか指定します。

ホームページ ツールバーのホームボタンをクリックしたときに表示される内容を管
理します。

起動時に読み込む
ページ

ユーザーが Chromebook を起動したときに読み込む追加ページ
の URL をリストに指定できます。

コンテンツ セーフサーチと制限付
きモード

・Google セーフサーチ
　ユーザーの検索結果から不適切なコンテンツを除外する　
　セーフサーチ機能を有効または無効にできます。
・YouTube の制限付きモード
　YouTube の制限付きモードを有効にするかを選択します。

スクリーンショット 組織内のユーザーが Chrome デバイスでスクリーンショットを撮影
できるかどうかを管理します。

クライアント証明書 Chrome がクライアント証明書を自動的に選択するサイトの URL パ
ターンのリストを JSON 文字列で指定できます。

セキュリティキーの認
証

端末がセキュリティ キーからの認証証明書をリクエストしたときに、
確認メッセージを表示しない URL とドメインを指定します。

3Dコンテンツ ブラウザのウェブページで WebGL API とプラグインの使用を許可
するかどうかを管理します。

Cookie サイト設定やプロフィール情報といったブラウジング情報の保存を
ウェブサイトに許可するかどうかを設定します。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

コンテンツ サードパーティの 
Cookie のブロック

ユーザーによる決定を許可するか、サードパーティの Cookie を許
可するかを指定できます。

従来の SameSite 
Cookie のデフォルト
の動作

デベロッパーがSam Site 設定を使用して、サイト間のリクエストでブ
ラウザが Cookie を送信しないようにすることができます。

一部のサイトの 
Cookie に従来の 
SameSite の動作を適
用する

デベロッパーがSam Site 設定を使用して、サイト間のリクエストでブ
ラウザが Cookie を送信しないようにすることができます。

画像 Webサイトでの画像の表示を許可するかどうか設定します。

JavaScript WebサイトでのJavaScript の実行を許可するかどうか設定します。

通知 Webサイトにデスクトップ通知の表示を許可するかどうかを設定しま
す。

プラグイン Adobe Flash Player などのプラグインの実行をWeb サイトに許可
するどうか設定します。

有効 / 無効なプラグイ
ン

※ プラグインで【すべてのプラグインをブロックする】を選択した場
合、この設定は適用されません。
Chrome で常に有効にするプラグインリストを指定できます。

プラグイン ファイン
ダー

ユーザーのChromebook に必要なプラグインを自動的に検索して
インストールでいます。

プラグインの承認 この設定を【承認が必要なプラグインを常に実行する】に変更する
と、古いプラグインや無効なプラグインを除くすべてのプラグインが、
最初にユーザーに許可を求めることなく Chrome で実行されます。

古いプラグイン ユーザーに古いプラグインを実行するための権限を指定することが
できます。

ポップアップ Web サイトでポップアップ表示を許可するかどうかを設定します。

URL のブロック URL ブラックリストの指定をします。

Google ドライブの同
期

ユーザーが各自の Chromebook でGoogle ドライブを同期できる
かを管理者が設定します。ドライブの同期を有効/ 無効にすること
も、ユーザーが選択できるようにすることも可能です。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

コンテンツ 携帯電話の接続を介し
たGoogle ドライブの
同期

ユーザーが各自のChromebook でスマートフォンの接続を介して
Google ドライブを同期できるかを設定できます。

キャスト Chromecast デバイスを使用しているユーザーに、Chrome タブの
キャストを許可するかどうかを指定します。

混合コンテンツの厳格
な取り扱い

このポリシーを有効にすると、混合コンテンツはHTTPSに自動的に
アップグレードされ、画像の混合コンテンツには【安全ではありませ
ん】という警告がURL バーに表示されます。

安全でないコンテンツ
の例外の使用を管理
する

ブロック可能な混合コンテンツの読み込みをユーザーが追加できる
かどうかを指定する

これらのサイトでは安
全でないコンテンツの
表示を許可する

安全でないコンテンツの表示を許可するサイトを指定します。

これらのサイトでは安
全でないコンテンツの
表示をブロックする

安全でないコンテンツの表示をブロックするサイトを指定します。

Chrome 84 以前の
Web Components 
v0 API を最有効化す
る

Web Components v0 API を最有効化するかどうかを指定します。

ページ終了中の同期
XHRリクエスト

ページ終了中の同期XHRリクエストをブロックするかどうかを指定し
ます（このポリシーはChrome88で削除されます）

印刷 印刷 印刷機能を有効または無効にすることができます。

印刷プレビュー 印刷プレビューを使用するか、システムの印刷ダイアログを使用す
るかを選択できます。

Google クラウド 
プリントへの送信

ユーザーがクラウドプリントサービスにログインして印刷することを
許可またはブロックします。

Google クラウドプリン
トプロキシ

この設定を有効にすると、ユーザーはパソコン（Windows, Mac, 
Linux）のChrome ブラウザをGoogle クラウドプリントとデバイスに
接続されたプリンタの間のプロキシとして使用できます。

デフォルトの印刷プレ
ビュー

システムのデフォルトプリンタをChrome のデフォルトプリンタとして
使用するか、ユーザーのデフォルトのプリンタを設定するかを指定で
きます。

116
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

印刷 ローカルプリンタの管
理

Chromebook へのローカルプリンタの追加をユーザーに許可する
かブロックするかを切り替えることができます。

デフォルトのカラー印
刷モード

デフォルトでカラー印刷にするかモノクロ印刷にするかを指定できま
す。ユーザーは、個々の印刷ジョブでカラー印刷にするかモノクロ印
刷にするかを選択できます。

カラー印刷モードを制
限

ユーザーにカラー印刷またはモノクロ印刷を強制します。

デフォルトの印刷面 ユーザーが用紙の両面に印刷できるかどうかを指定します。

印刷面を制限 組み込みの両面印刷機能があるプリンタで片面印刷モードまたは
両面印刷モードをユーザーに強制します。

背景グラフィック印刷
のデフォルト設定

背景のグラフィックの印刷モードをデフォルトで有効にするか無効に
するかを指定します。

背景のグラフィックの
印刷の制限

ユーザーに背景のグラフィックの印刷を強制または禁止できます。

ネイティブの印刷ジョブ
の情報

ユーザーアカウントとファイル名を印刷ジョブに送信するかどうかを
指定できます。

印刷ジョブの履歴の保
存期間

印刷ジョブの履歴をデバイスでローカルに保存する日数を指定しま
す。

PIN印刷モードを制限
する

PIN印刷またはPINをしよしない印刷をユーザーに強制します。

デフォルトのPIN 印刷
モード

ユーザーが PIN を使用して印刷できるかどうかを指定します。

ユーザーエクス
ペリエンス

管理対象のブックマー
ク

モバイルデバイスなど、あらゆるプラットフォームのChrome にブッ
クマークのリストを送信し、ユーザーの利便性を高めることができま
す。

ブックマークバー ユーザーにブックマークを表示するかどうかを指定します。

シェルフの位置 ユーザーのChrome デバイスでのアプリの行（シェルフ）の位置を
指定します。

ブックマークの編集 ユーザーが各自のChrome ブックマークバーのアイテムを追加、編
集、削除できるようにします。

ダウンロード先 Chromeデバイスでのデフォルトのダウンロード先を設定し、その場
所をユーザーが変更できるかどかを指定します。

117



ユーザーとブラウザの設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

ユーザーエクス
ペリエンス

スペルチェックサービ
ス

Chrome でスペルチェックを有効または無効に設定することも、
ユーザーが選択できるように設定することもできます。

Google 翻訳 Chrome でGoogle 翻訳を使用するかどうかを設定できます。

代替エラーページ Chrome ブラウザがWeb アドレスに接続できない場合に、代わりの
方法を記載したページを表示するかどうかを指定します。

デベロッパーツール 【ツール】メニューに【デベロッパーツール】オプションを表示するかど
うかを指定します。

フォームの自動入力 自動入力機能を使用してユーザーがオンラインフォームを簡単に入
力できるようにするかどうかを指定します。

DNSプリフェッチ 有効にすることで、表示されたウェブページのすべてのリンクについ
てIPアドレスの照会が行われるため、ユーザーがリンクをクリックし
た際の読み込み速度が速くなります。

ネットワーク予測 Chrome でネットワークの動作を予測できるようにするかどうかを指
定します。

マルチログインアクセ
ス

ユーザーがマルチログインアクセスをできるかどうかを
指定します。

予備のアカウントにロ
グインする

ユーザーがデバイスにログインした後、ブラウザウィンドウと
Google Play でのアカウントの切り替えをユーザーに許可します。

デスクトップ画面統合
（ベータ版）

ユーザーが複数のモニタやテレビで同じウィンドウを表示できるよう
にするかどうかを指定します。

WebRTCイベントログ
の収集

ユーザーがウェブアプリケーションでWebRTC イベントログを生成、
収集できるかどうかを指定します。

恐竜ゲーム ユーザーが恐竜ゲームをプレイできるかどうかを指定します。

以前インストールしたア

プリのおすすめ

ユーザーが他のデバイスに以前にインストールしたアプリをおすすめ

としてランチャーに表示するかどうかを指定します

ユーザー補助 音声フィードバック 音声フィードバックの有効 / 無効を指定します。

選択して読み上げ 選択して読み上げ機能の有効 / 無効を指定します。

高コントラスト 高コントラストの有効 / 無効を指定します。

拡大鏡 拡大鏡の有効 / 無効を指定します。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

ユーザー補助 固定キー 固定キーの有効 / 無効を指定します。

仮想キーボード 仮想キーボードの有効 / 無効を指定します。

音声入力 音声入力の有効 / 無効を指定します。

キーボードフォーカス
によるハイライト表示

キーボードフォーカスによるハイライト表示の有効 / 無効を指定しま
す。

キャレットのハイライト
表示

キャレットのハイライト表示の有効 / 無効を指定します。

自動クリック有効化 自動クリックの有効 / 無効を指定します。

大きいカーソル 大きいカーソルの有効 / 無効を指定します。

カーソルのハイライト
表示

カーソルのハイライト表示の有効 / 無効を指定します。

メインのマウスボタン メインのマウスボタンの有効 / 無効を指定します。

モノラル音声 モノラル音声の有効 / 無効を指定します。

ユーザー補助機能の
ショートカット

ユーザーの補助機能のショートカットの有効 / 無効を指定します。

システムトレイメニュー
の補助機能オプション

システムトレイメニューの補助機能オプションの有効 / 無効を指定し
ます。

アドレスバーの
検索プロバイダ

検索候補 ユーザーのウェブアドレスや検索キーワードの入力に役立つ予測
サービスを有効または無効にできます。

アドレスバーの検索プ
ロバイダ

デフォルトの検索プロバイダの名前を指定します。

ハードウェア 外部ストレージデバイ
ス

組織内のユーザーがChromebook を使用して、USBフラッシュドラ
イブ、外部ハードドライブ、光学式ストレージ、
セキュアデジタル（SD）カード、その他のメモリーカードなどの外部ド
ライブをマウントできるかどうかを制御します。
書き込みば不可、読み取り専用を選択することもできます。

オーディオ入力（マイ
ク）

Chromebook の内蔵マイクのオーディオ入力にウェブサイトからア
クセスするための設定を組織内のユーザーに許可するかどうかを
制御します。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

ハードウェア オーディオ入力が許可
されたURL

オーディオ入力デバイスへのアクセスが許可されるURLを指定しま
す。

音声出力 組織内のユーザーがChromebook で音を再生できるかどうかを制
御します。

ビデオ入力（カメラ） ウェブサイトがChromebook の内蔵ウェブカメラにアクセスできる
かどうかを指定します。

ビデオ入力が許可され
たURL

ビデオ入力デバイスへのアクセスが許可されるURLを指定します。

キーボード キーボードの一番上の列のキーの動作を指定します。

ユーザーの確認 確認済みモード 認証済みアクセスで検証ブートを求めるかどうかを指定できます。

管理対象
ブラウザ

クラウドレポート この設定を有効にすることで、Chrome ブラウザクラウド管理を使用
する管理者は、組織で使用されているChrome ブラウザと拡張機能
の詳細情報を管理コンソールで確認できます。

Chrome の
セーフブラウジン
グ

セーフブラウジング ユーザーに対してGoogle セーフブラウジングを有効にするかどう
かを指定します。

セーフブラウジングの
改善に協力する

危険なアプリやサイトを検出するために、拡張レポートを有効にして
システム情報やページのコンテンツをGoogle に送信するかどうか
を指定します。

セーフブラウジングの
ホワイトリスト登録済み
ドメイン

セーフブラウジングで信頼するURLを指定します。

ダウンロードの制限 ユーザーが不正なソフトウェアや感染ファイルなどの危険なファイル
をダウンロードできないようにします。

セーフブラウジングの
警告の無視を無効に
する

ユーザーがセーフブラウジングの警告を無視し、偽のサイトや危険
なサイトにアクセスしたり、有害なファイルをダウンロードしたりでき
るかどうかを指定します。

パスワードアラート 危険なウェブサイトや組織のホワイトリストに登録されていないウェ
ブサイトで、ユーザーのパスワードの再利用を禁止するかどうかを
指定します。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

従来のブラウザ
のサポート

従来のブラウザのサ
ポート

ユーザーがMicrosoft Internet Explorer などの別のブラウザで
URLを開くことができるかどうかを指定します。

代替ブラウザ起動まで
の待機時間

代替ブラウザを開くまでの待機時間（秒）を指定します。

Internet Explorer の
サイトリストを使用する

Internet Explorer のサイトリストを使用して、Chrome ブラウザまた
はInternet Explorer でURL を開くことを制御することを許可します。

従来のブラウザのサ
ポートのサイトリスト

代替ブラウザで開くウェブサイトのURLリストが記載されたXML ファ
イルのURL を指定します。

どちらのブラウザでの
開くウェブサイトURLの
リスト

ブラウザの切り替えを行わないウェブサイトのURL のリストが記載さ
れたXML ファイルのURL を指定します。

代替ブラウザで開く
ウェブサイト

代替ブラウザで開くウェブサイトのURL のリストを指定します。

どちらのブラウザでの
開くウェブサイト

ブラウザの切り替えを行わないウェブサイトのURL のリストを指定し
ます。

代替ブラウザのパラ
メータ

代替ブラウザの実行可能ファイルに渡すパラメータを指定できます。

代替ブラウザのパス 代替ブラウザとして使用するプログラムを指定できます。

Chrome のパラメータ ※Windows のみ
代替ブラウザからの復帰時に、Chrome ブラウザの実行可能ファイ
ルに渡すパラメータを指定します。

Chrome のパス ※Windows のみ
代替ブラウザからの復帰時に起動するChrome ブラウザ

Chrome の最後のタブ
は開いたままにする

ウィンドウ内の最後のタブが代替ブラウザに切り替わった後に
Chrome ブラウザを閉じるかどうかを指定します。
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端末の設定項目一覧

カテゴリ 設定項目名 設定内容

登録とアクセス 強制的に再登録 ワイプ後にユーザー認証情報を使用してデバイスをドメインに自動
再登録するかどうかを指定します。

確認済みアクセス この設定を有効にすると、クライアントが実行するChrome OS に改
変がなく、OSがポリシーに準拠していることを示す証拠をウェブ
サービスがリクエストできるようになります。

確認済みモード 認証済みアクセスで検証ブートを求めるかどうかを指定します。

無効になっているデバ
イスの返却手順

紛失または盗難により無効になっている端末の画面に表示するカス
タムテキストを指定します。

統合型のFIDO 二要素
認証

ユーザーがTitan M セキュリティチップ搭載デバイスで2要素認証を
使用できるかどうかを指定します。

ログイン設定 ゲストモード 管理対象のChrome デバイスでゲストブラウジングを許可するかど
うかを指定します。

ログインの制限 Chromebook にログイン可能なユーザーを管理できます。

ドメインのオートコンプ
リート

ユーザーのログインページに表示するドメイン名を選択できます。
ユーザーがログインするときにユーザーのドメイン部分の入力をす
る必要がなくなります。

ログイン画面 Chrome デバイスのログイン画面に、これまでにそのデバイスにロ
グインしたことのあるユーザーの名前と写真を表示するかどうかを
指定します。

デバイスの管理外時
間

Chrome OS を搭載している管理対象デバイスにゲストブラウジン
グとログインの制限設定が適用されていない場合、週ベースのスケ
ジュールを設定できます。

デバイスの壁紙画像 ログイン画面のデフォルトの壁紙を独自の壁紙に変更できます。
JPG形式の画像で16MBまでアップロードできます。

ユーザーデータ 登録済みのChromebook デバイスからユーザーがログアウトする
たびに、ローカルに保存されている設定とユーザーデータをすべて
削除するかどうかを指定します。

シングルサインオン
（SSO）IDプロバイダの
リダイレクト

※端末がSAML SSOが設定されている必要があります。
シングルサインオンユーザーが最初にメールアドレスを入力しなくて
もSAML ID プロバイダのページを直接表示できるようにするには、
この設定を有効にします。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

ログイン設定 シングルサインオン
Cookie の動作

※端末がSAML SSOが設定されている必要があります。
SSOのユーザーが、今後Chromebook にログインするときに、同じ
IDプロバイダを利用する内部ウェブサイトやクラウドサービスにログ
インできるようにするには、SAML SSO Cookie を有効にします。

シングルサインオンに
よるカメラのアクセスの
許可

※端末がSAML SSOが設定されている必要があります。
このポリシーを有効にすると、ユーザーの代わりにユーザーのカメラ
へのアクセスをサードパーティーに許可することになります。

シングルサインオンの
クライアント証明書

※端末がSAML SSOが設定されている必要があります。
シングルサインオン（SSO）サイトのクライアント証明書を管理できま
す。

アクセシビリティコント
ロール

ログイン画面のユーザー補助設定を管理できます。ユーザー補助
設定には、大きいカーソル、音声フィードバック、高コントラストモード
などがあります。

ログイン言語 Chromebook のログイン画面に表示される言語を指定します。
ユーザーに言語の選択を許可することもできます。

ログイン画面のキー
ボード

Chromebook のログイン画面で使用できるキーボードレイアウトを
指定します。

ログイン画面のシステ
ム情報

ユーザーがログイン画面にシステム情報を表示できるかを指定しま
す。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

ユーザー補助 固定キー 固定キーの有効 / 無効を指定します。

仮想キーボード 仮想キーボードの有効 / 無効を指定します。

音声入力 音声入力の有効 / 無効を指定します。

キーボードフォーカス
によるハイライト表示

キーボードフォーカスによるハイライト表示の有効 / 無効を指定しま
す。

キャレットのハイライト
表示

キャレットのハイライト表示の有効 / 無効を指定します。

自動クリック有効化 自動クリックの有効 / 無効を指定します。

大きいカーソル 大きいカーソルの有効 / 無効を指定します。

カーソルのハイライト
表示

カーソルのハイライト表示の有効 / 無効を指定します。

メインのマウスボタン メインのマウスボタンの有効 / 無効を指定します。

モノラル音声 モノラル音声の有効 / 無効を指定します。

ユーザー補助機能の
ショートカット

ユーザーの補助機能のショートカットの有効 / 無効を指定します。

デバイスの
更新設定

自動更新の設定 新バージョンのChrome OS がリリースされた際にChromebook を
自動更新するかどうかを指定します。

アプリで更新を管理 特定のアプリに対して、デバイスのChrome OS バージョンの管理
を許可することができます。

キオスクで更新を
管理

特定のキオスクアプリに対して、デバイスのChrome OS のバージョ
ン管理を許可することで、デバイスのChrome OS がアプリで指定さ
れたバージョンより新しいバージョンに更新されるのを防止できま
す。

リリースチャンネル リリースチャンネルを切り替えることで、ユーザーがChrome の最新
機能をテストできるようにします。

バリエーション Chrome のバリエーションを有効にするかを指定します。
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カテゴリ 設定項目名 設定内容

キオスクの設定 管理対象ゲスト
セッション

Chromebook を管理対象ゲストセッションとして設定することがで
きます。

キオスクのデバイスス
テータスのアラート配
信

Chrome キオスクデバイスの電源がオフになっているときにアラート
を受け取るかどうかを指定できます。

キオスクのデバイスス
テータスのアラート送
信先

Chrome キオスクデバイスに関するステータスの最新情報を取得し
ます。

ユーザーとデバ
イスをレポート

デバイスに関する
レポート

ドメインの登録済みChromebook から、ファームウェア、Chrome 
とプラットフォームのバージョン、起動モードといった現在のデバイス
の状況を報告するかどうかを指定します。

利用していないデバイ
スに関する通知

ドメインで利用されていない端末に関するレポートがメールで届きま
す。

匿名で統計情報を
レポート

システムやブラウザのプロセスでエラーが発生したときに
Chromebook からGoogle に使用統計情報や障害レポートを送信
するかどうかを指定します。

設定を表示 画面の設定 外部 / 内部ディスプレイの設定について、変更をユーザーに許可す
るかどうかを指定します。

電源と
シャットダウン

電源管理 Chromebook にログイン画面が表示されている状態のとき、指定
時間の経過後にスリープ状態にするか、シャットダウンするか、また
はログイン画面を表示したままにするかを指定します。

スケジュールされた再
起動

デバイスを再起動するまでの日数を指定できます。
※ログイン画面が表示されているキオスクデバイスのみ。

シャットダウンを
許可する

ユーザーがシャットダウンアイコンまたは物理的な電源ボタンを使用
してデバイスの電源をオフにできるようにするかどうかを指定しま
す。



カテゴリ 設定項目名 設定内容

その他の設定 デバイスのネットワー
クホスト名テンプレート

DHCP リクエストとともにDHCP サーバーに渡すホスト名を指定でき
ます。

タイムゾーン ユーザーの端末に設定するタイムゾーンを指定します。

モバイルデータ
ローミング

Chromebook のユーザーが別の携帯通信会社が管理する
モバイルネットワークを使用して接続できるようにするか
どうかを指定します。

着脱可能なUSBの
ホワイトリスト

Citrix Receiver などのアプリケーションから直接アクセスできる
USBデバイスのリストを指定できます。 

Bluetooth デバイスでBluetooth を有効または無効にできます。

デバイスの帯域幅の
調整

デバイスレベルでの帯域幅の使用量を管理します。

TPM ファームウェアの
更新

端末へのTPM ファームウェアの更新インストールをユーザーに許可
するかを指定できます。

仮想マシン Chromebook 上で仮想マシンを実行することをユーザーに
許可するかどうかを指定します。

ログイン画面への 
Imprivata の統合

ログイン画面でImprivata 拡張機能を使用するかどうかを指定しま
す。
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